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「田中正造とアジア」スタディツアー 
 
 
2013 年 12 月 7 日（土）の午前 9 時 30 分から午後 4 時にかけて行われました。参加者
は 26名、栃木市藤岡町文化会館を最終集合地とし、以下の場所を回りました。マイクロバ
スを手配された「たび倶楽部」社長酒井一則氏が添乗して下さいました。 
 
1.赤麻寺 
赤麻寺では最初に田中正造の演説会場
に予定された大日堂を見学しました。赤麻
寺のご住職、仙台光俊氏から説明を受けま
した。この大日堂は江戸時代に作られ、中
に大日如来の大きな仏像が安置されてお
り、いかに赤麻村が赤麻沼の水産物で豊か
であったかを示しているとのことでした。
また付近には、かつてはお茶屋、寿司屋、
風呂屋、炭屋などが軒を連ね、町を形成
していたと詳しく説明くださいました。 
それから、赤麻寺へ移動し、土手の上
から渡良瀬遊水地を眺めました。かつて
はここに広大な赤麻沼があり、すぐ下が
船着場になっていて、水産物が水揚げさ
れていた様子を話されました。 
さらに、赤麻寺では、発見された掲示資
料について、発見の経緯が語られ、その内
容の意義について赤上剛氏が詳しく話され
ました。寒い日で、赤麻寺のご好意で甘酒
を振る舞っていただきました。最後に、本
堂の当時の様子、そして田中正造が演説を
行ったと思われる場所と聴衆が集まった場
所が示され、最初の見学を終わりました。 
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2. 渡良川掘削地 
 渡良瀬川は藤岡大地を掘削して、赤麻沼に
引き入れられました。その掘削地近くに 17代
に渡って住んでおられる関口家の当主で栃木
市議会議員の関口孫一郎氏から、掘削前の底
谷村の様子、そして掘削に至る経緯について、
関口家に残る資料に基いて説明頂きました。
関口氏は、その資料をコピーして全員に配布
してくれました。 
 
3.松安寺 
 海老瀬本郷の松安寺では、前住職の高山全弘
氏から、渡良瀬川の川筋が変わってからも、板
倉がどのように水害に苦しんだかを資料を使っ
て説明されました。またカスリーン台風の際の
土手の決壊の際、小学生だった高山氏と奥様は、
人々の混乱の様子を目撃されています。 
 明治の洪水には、高崎ダルマの型が流れてき
て今でも保存しています。 
歴史として興味深かったのは、天草の乱が起こる 10年前に、下宮で隠れキリシタン 500
人が集められ、400 人が惨殺されたそうです。残った人も古河で殺されたとのことです。
松安寺には隠れキリシタンの崇拝の対照、如意輪観音を安置したお堂があります。 
 
4. 伊賀袋 
みちの駅きたかわべで 30 分ほど食事休憩を
して、北川辺の伊賀袋を訪れました。ここは川
筋が変えられて以後、唯一渡良瀬川の昔の面影
を残す場所です。ここで赤上氏から、川辺と利
島の人々の遊水地化反対闘争についての歴史を
聞きました。田中正造が指導して反対運動が成
功した経緯とその後の谷中村支援の戦い、その
後の経験の継承は、これからの谷中村事件の研
究のあり方を考えさせるものでした。 
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5. 大沼 
 旧谷中村合同慰霊碑の反対側に、谷中村時
代から残る唯一の沼、大沼について、近くで
川魚点を営む川島英信氏から、かつての大沼
の様子を話していただきました。かつては、
小沼もあって、深い湧き水の沼で、魚が大量
に穫れたとのことです。現在は底にはヘドロ
がたまり、昔の面影が失われつつあります。
渡良瀬遊水地を湿地として守るには、この湧
き水を復活することが、鍵となるように思い
ます。 
 
6. 排水機跡 
 荒畑寒村が『谷中村滅亡史』で谷中村滅亡
の原因と書いた、排水機跡を見学する予定で
したが、ヨシの繁茂で中に入ることができず、
土手の上から赤上氏に解説をお願いしまし
た。赤上氏によれば、排水機問題だけを谷中
村の滅亡の原因とするのは、間違いだそうで
す。大野村長は、これ以外に例えば三国橋の
渡しの運営など手広く扱っており、大きな視
野から問題を眺める必要があることを強調さ
れました。  
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[土手から排水機場跡方向を眺める] 
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